
電池が入っていない

　

電池が正しい向きに
入っていない

症状

電池を正しく入れて「リセットボ
タン」を押してください

アラームスイッチがOFF
になっている

電池の容量が少なく
なっている

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください

アラームスイッチをONにしてく
ださい

アラーム音が
鳴らない

電池の容量が少なく
なっている

ライトの明るさ
が充分でない

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください

電池の容量が少なく
なっている

アラーム時刻
になったら針
が止まった

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください

自動受信が成功してい
ない

時計の設置する場所を変えて、
「強制受信ボタン」を押して再度
受信させてください

電池の容量が少なく
なっている

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください

正しい時刻を
表示しない

電気ノイズのため誤っ
た電波信号を受信して
いる

「リセット」ボタンを押して再度
受信をさせてください

時刻は午後１０時～午
前６時ではありません
か？

時刻は正しい
が秒針が停止
している

異常ではありません。午後１０
時～午前６時の間、秒針は停
止します。

標準時刻電波は国によって方
式が異なりますので使用できま
せん

この時計を海外で使用したい

電池の容量が少なく
なっている

針の早送りが
止まらない

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください

考えられる原因 処置

指定の新しい電池を、電池の
向きを確かめて入れて「リセット
ボタン」を押してください。

電池の容量が少なく
なっている針が動かない

● この時計は、日本国内の標準時刻電波を受信して自動的に
時刻を表示する電波時計です。

● ４０ｋHｚ（おおたかど山標準電波送信所）と、６０ｋHｚ（はがね
山標準電波送信所）の二箇所から送信される時刻電波を自

動で切替え受信します。
● １日に６回、自動受信を行い定期的に時刻を自動修正します。
● 午後１０時～午前６時の間、秒針を自動的に停止させて、夜
寝ているときに気になる秒針の「コチ、コチ音」を消します。
（夜眠る秒針機能）

● アラームを一度止めても約５分後に再び鳴り出すスヌーズ機
能がついています。

● アラームを「ON」にセットすると、秒針は１２時位置で停止し、
秒針の「コチ、コチ音」を消します。

● バックライト機能がついているので暗いところでも時刻を見る
ことができます。

● 電波が受信できない場合でもクォーツ時計としてお使いいた
だけます。その誤差は月差±３０秒です。

●はじめに
裏面の「お取り扱いについて」の注意事項をお読みのうえ、
ご使用ください。

●各部の名称

＜本体裏側拡大図＞

１．電池を入れてください。（単３アルカリ電池 １個）
底面の電池蓋を開けて、電池を＋、ー 間違いように注意し
て電池を入れてください。

２．裏面の「リセットボタン」を先端の細いもので押してくだ
さい。
＊ 電池挿入後は、必ず「リセットボタン」を押してください。

（１） 「リセットボタン」を押すと、「ピィ」と電子音が鳴って、針が
高速で回転しはじめます。

（２） 全ての針（時分秒針）が１２時を表示し、標準電波の受信を
開始 します。
＊ この１２時は正午（午前１２時）を示しています。

３．時計を受信しやすい場所においてください。
・ 窓際などできるだけ受信しやすい場所に置いてください。
・ 時計の表示面または裏面を電波送信所に向けて置くと、最
も受信状態がよくなります。

・ 受信中は時計を動かさないでください。
・ 受信に要する時間は３分～１５分です。

■時刻電波受信し、時刻を表示させる

＜受信できなかった場合＞
◇ 一昼夜そのままにしておく。
（１） 受信できない場合、時計は通常運針を開始します。

（秒針が動きだします）
＊受信状態が悪いと数分で受信動作を中止し通常運針を
開始します。

（２） １時間後（表示が午後１時なった時）に受信を開始します。
（３） 受信できなかった場合は、自動受信の時刻に受信を開始

します。
＊一昼夜の間に６回自動的に受信を行います。
夜間は比較的電波状況が良くなりますので一昼夜その
ままにしておくと受信できる可能性が高くなります。

◇ 向きや場所を変え、もう一度受信させる。
・ 受信しやすい窓際等に移動して、「強制受信ボタン」を長押し
（３秒以上）して再度受信を行なう。
・ 電波送信所の方向に時計の表示部を向けて、「強制受信

■アラームを鳴らす

１．アラーム時刻をセットしてください。
アラーム時刻をセットするときは、アラーム針調節ツマミを必ず

反時計回りに回転させてアラーム針をセットしてください。

２．アラームON/OFFスイッチをセットしてください。
アラームスイッチを上側（ON）にセットしてください。
＊ アラームをONにセットすると秒針は１２時位置で停止します。

■アラームを止める

アラームを止めるには２通りの方法があります。
＜アラームを完全に止める＞
アラームON/OFFスイッチを下側（OFF）にしてください。

＜約５分後に再度アラームを鳴らす＞
（スヌーズ機能）

スヌーズ／ライトボタンを押してください。
・ スヌーズ／ライトボタンを押すとライトが約５秒間点灯し、
アラームが止まります。約５分後に再び鳴り出します。
・ スヌーズ機能は７回まで繰り返すことができます。

アラームを止めなければ約２分間鳴り続けて、自動的

に止まります。

■ 手動での時刻合せ
受信できない場合は裏面の「マニュアルボタン」を押して、手動
で時間を合わせてください。
（１） 「マニュアルボタン」を３秒以上長押ししてください。
（２） 手動時刻設定モードになり、秒針が高速で回転して１２時

位置に停止します。
＊ 秒針が回転しはじめたら「マニュアルボタン」から指をはなし
てください。

（３） 「マニュアルボタン」を操作して正しい時刻にセットしてくだ
さい。 「マニュアルボタン」を押しつづけている間、針は早
送りで回転します。ボタンンから指をはなすと停止します。
１回押しで１分進みます。

＊ ３０秒間以上「マニュアルボタン」を操作しないと運針を開始
します。

■ バックライトについて
「スヌーズ／ライト」ボタンを押すと、約５秒間バックライトが点灯

します。
暗いところでも時刻を見ることができます。

■ 強制受信機能について
手動で受信をさせたい場合は下記の操作を行ってください。
（１） 裏面の「強制受信ボタン」を３秒以上長押ししてください。
（２） 針が高速で回転しはじめます。
（３） 全ての針（時分秒針）が１２時を表示し、標準電波の受信

を開始します。
（４） 受信に成功した場合は、針は高速で回転して正しい時刻

を表示します。
受信できなかった場合は、針は高速で回転してもとの時刻
を表示します。

＊ 受信中に「強制受信ボタン」を３秒以上長押しすると受信動作
を中止して、針は高速で回転してもとの時刻を表示します。

■ 自動受信機能について
この時計は１日６回、自動で受信を行います。受信に成功すると、

現在表示している時刻を修正します。
自動受信の開始時間は以下の通りです。

午前１時／３時／５時、午後１時／５時／９時

■ 夜眠る秒針機能について
午後１０時～午前６時の間、秒針を自動的に停止させて夜寝て
いるときに気になる秒針の「コチ、コチ音」を消す機能がついて

います。（夜眠る秒針機能）

■ リセットボタンについて

時計表示や動作が異常になったとき、および電池を挿入したとき
はリセットボタンを細い棒等で押して初期化をしてください。

商品の特徴 操作方法

ご使用方法

こんなときは

製品が正常に作動しないときは、修理を依頼する前に、
この表を参考にお調べください。

スヌーズ／ライトボタン

電池ホルダー

・電池を入れる時は－側から

いれてください。
・電池をはずす時は＋側から
はずしてください。
・＋／－の向きを間違えない
ようにセットしてください。

アラーム
ON／OFF
スイッチ

リセットボタン

強制受信ボタン
強制受信モードに
入るためのボタン
です。

マニュアルボタン

手動設定モードに
入るためのボタン

です。

アラーム調整ツマミ

＜受信に成功した場合＞

受信に成功した場合は、針は高速で回転して正しい時刻を
表示します。




